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毎月1日に発行します 狛江市発行●狛江市民活動・生活情報誌●

誌面に掲載した記事・写真等の無断複製・転
載等はお断りします。
お問い合わせ・ご意見は狛江市地域活性課へ
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七宝焼紺青作品展1日
15 9：00（初

日13：00）～21：30（最
終日12：00）中央公

民館。額、ブローチ・ペンダントなど
主七宝焼 紺青 ☎080-3175-9435林
ラ イ ブ1日 20：00add 9th ☎
3480-4996add9th
志ぃさーのうちなー噺と琉球舞踊とぶ
くぶく茶2日 3：00・17：00M.A.P主
M.A.P ☎3489-2246M.A.P
郷愁の響き～ドヴォルザーク「新世界
より」2日 5：00エコルマホール
☎3430-4106（一財）狛江市文化

振興事業団
ライブ add9th
狛江能楽教室発表会3日 14：30西河
原公民館 主 狛江能楽教室 ☎090-
1797-5319中村
万葉をビデオで見る会
公民館主万葉名歌 玉川碑に集う会 ☎
3489-7432井上
第5回グループあすなろ展5日 10日
0：00～19：00（最終日17：00）

泉の森会館。写真、七宝焼、絵手紙、鎌
倉彫など6人の作品主あすなろ展 ☎
5497-5444泉の森会館
ジャムセッション（ジャズ）7日 19：
00add9th add9th
ライブ add9th
お昼のジャム・セッション（ジャズ）9
14：00add9th add9th

大熊啓うたごえ15周年ライブ9日
18：15泉の森会館主みんなの歌声広場

☎090-9808-2810大熊
こまえ楽市ミニライブ10 11:30・
13：30市役所前市民ひろば主 こまえ
楽市の会 ☎3480-2074菓匠志むら
小野リサ Winter Bossa Concert10
11：30エコルマホール （一財）

狛江市文化振興事業団
泉の森アーティスト展201713 ～
17 11：00～18：00（最終日17：
00）泉の森会館。吹きガラス、織りビー
ズ、アレンジメントフラワーなど5人の
作品主泉の森アーティスト展実行委員会
泉の森会館
ジャムセッション（ジャズ）14 19：
30add9th add9th
李英香ゴスペルLIVE15 11：30エ
コルマホール （一財）狛江市文化振
興事業団
ライブ1 add9th
パッチワーク ～ ：00（初
日10：00）～ 21：30（最終日15：
00）中央公民館。クリスマス用小物な
ど主 マリーゴールド ☎3430-6147
山口
和泉書楽作品展16 ～ 27日 9：00
（初日12：00）～ 21：30（最終日
12：00）中央公民館。掛け軸と小作品
主和泉書楽 ☎3489-5124伊藤
add9thセ ッ
ション16
14：00 add9th
add9th
いずみフォトサ
ロン第17回写

真展18 ～ 24日 00（初日
12：00）～17：00（最終日16：00）
調布市文化会館たづくり。全紙、半切
作品約60点主いずみフォトサロン ☎
3488-3072根立
第11回星達の詩19 22 11：
00～18：00（最終日17：00）泉の森会
館。さまざまなジャンルのアーティスト
約10人の作品主高野るり 泉の森会館
アコースティック・ジャム・セッション

19：30add9th add9th
ジャムセッション（ジャズ）21 19：
30add9th add9th
ライブ add9th
ライブ add9th
うたごえステーション25 17：00
焼き鳥ミートステーション主みんなの
歌声広場 大熊
ライブ「アルゼンチンタンゴ」26
18：00狛江 オルテンシア主狛江 オルテ
ンシア ☎050-6872-9967狛江 オルテ
ンシア
みんなのうたごえ広場 ：00み
んなの広場主みんなの歌声広場 大熊
ぽえむの放課後ライブ「Emgawa 
Teatime、ぼっし」27 20：00ぽ
えむ狛江南口店主ぽえむ狛江南口店
☎5761-5569森元
ジャムセッション（ジャズ）28 19：
30add9th add9th
ライブ add9th
＊イベント名、開催日・期間、開始時間、
会場、内容、主 主催、 問い合わせ先（2
回目以降は電話番号省略）の順。

12月の
催事記

狛江手話サークル　昼の部

狛江市内では「狛江手話サークル　
てのひら」と「狛江手話サークル　昼
の部」のふたつの手
話団体が長く活動して
おり、聴覚に障がいが
ある人を支援するとと
もに、交流を深めてい
る。
「狛江手話サークル
　昼の部」（佐々木幸
子代表)は、主婦を中心に昭和56年に
結成、現在35人の会員が毎週水曜日
午後にあいとぴあセンターで例会を開
いている。
例会では、50音を示す指文字のしり

とりや身近な話題を聴覚に障がいのあ
る会員に伝える実技訓練を行うなどし
て技術の向上に努めている。なかには、
「てのひら」にも参加する熱心な会員
や狛江市登録手話通訳者も数人おり、
市のイベントなどで手話通訳を行うほ
か、初心者の指導にも丁寧に対応して
いる。同会では地域での手話に対する
理解と普及活動に力を入れているのが
特徴。保育園や小学校から依頼を受け
て、聴覚障がいや手話についての指導
を行っており、年間約30回に及ぶ。
会員たちは「手話は、音声で伝える
言語とは違い、視覚で伝える言語なの
で、最初は戸惑いますが、覚えればす
ごく楽しいです。耳の不自由な人とのコ
ミュニケーションによって新しい世界が
広がります」と話している。
問い合わせ☎042-472-5002佐々
木さん。

要約筆記サークルこまくさ
狛江要約筆記サークル「こまくさ」（宇
都宮伸子代表）は、イベントなどで話し
手の言葉をその場で要約してスクリーン
などに投映し、聴覚障がい者に伝える活
動を行っており、中途失聴者や難聴の人
に好評だ。
同会は平成１１年に12人で発足したが、
会員の中に都に登録している要約筆記者
や聴覚障がい者がおり、互いに連携を取
りながら先進的な活動を展開、全国から
注目を集めた。当初は手書きだった要約
筆記は、現在パソコンが主流になってい
るが、同会が機材の拡充や講座の開催な
どで普及に大きく貢献した。
現在は27人の会員が交代で成人式や

「ボランティ
アのつどい」など市内で催されるイベン
トで要約筆記（文字通訳）を行っている。
会員の多くは市内在住の主婦で、40
～50代が中心だが、定例会を月２回、
あいとぴあセンターで開き、技術の向上
に努めている。会員たちは「パソコンな
らできると思って参加しましたが、話の
要点を瞬時につかむのが難しく、奥が深
いです」「中途で聴覚を失った人の中には
手話ができない人も多いので、もっと要
約筆記を普及させたいです」などと話し
ている。
問い合わせ☎5761-5556狛江市市
民活動支援センター取次 komakusa 
komae@gmail.com

オレンジボール
「オレンジボール」（並木ヒロ子代表）
は視覚障がい者のスポーツ団体で、サウ
ンドテーブルテニス（略称ＳＴＴ）と呼ばれ、
目の不自由な人のために考え出された卓
球に似た競技を市民総合体育館で毎月
第３水曜日午後に楽しんでいる。
STTは、競技者の双方に高さ約1.5
㌢のコの字型の枠を取り付けた
台を使い、金属粒が入った直径
4㌢のボールの音を頼りに中央部
分のネットの下をくぐらせるように
して打ち合うのが特徴。
同会は、平成元年の全国障害
者スポーツ大会や4年と8年の全
国盲社会人卓球大会のSTTで優

勝した並木ヒロ子さんが、市民総合体育
館にSTTの競技台があることを知り、視
覚障がい者に声をかけ、ボランティアに
支援を依頼して12年に発足した。
例会では、視覚障がい者の会員6人に、
ボランティア数人が加わって競技を楽し
んでいる。参加者の多くは「普段ほとん
どスポーツをしないので、気持ちの良い
汗がかけてうれしい」と話し、ボランティ
アは「プレーを通して目の見えない人の
聴覚の能力の高さに驚かされます」と話

している。並木さんは「ＳＴＴは視覚のハ
ンディの有無にかかわらず、だれでも気
軽に楽しめるスポーツなので、多くの人
に知ってもらいたいです」と参加を呼び
かけている。
問い合わせ☎090-3436-7812並木
さん。

生活介護事業所　ポンテ
「狛江活動センター　生活介護事業
所　ポンテ」（元和泉2-35-1あいとぴあ
センター4階)は、重複障がいがある
人が自己実現と社会参加を目指して
通う施設。社会福祉法人足立邦栄会
が運営しており、現在19歳から60歳
代の16人が必要な支援を受けながら
個々の体調に合わせて読書や絵画制
作などの自主活動、お菓子作りなど仲
間と一緒に行うサークル活動、身体機
能維持や体力向上を目的にしたリハビ

リ運動、ビーズストラップやマクラメな
どの作品作りに取り組んでいる。
また、社会参加の一環として、地域
で行っているエコキャップ活動に平成
20年から協力している。あいとぴあセ
ンター、西河原公民館など4カ所から
毎週、ペットボトルの蓋を回収。洗浄し
た後にシールなどを取り除いて仕分け、
和泉小学校に届けている。活動の推進
役としてエコ部長を務める藤村あゆみさ
んは「たくさんの人の役に立ててうれし
いです」と話している。
問い合わせ☎3480-2794大仁田さん。

協働のかたち

サウンドテーブルテニスを楽し
む会員とボランティア

ペットボトルの蓋の仕分け

駒井保育園で園児に手話の講習

パソコンで要約筆記をするこまくさの会員

障がい者福祉②


